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線形計画法とは、与えられた条件から最大の効果を求めるた
めに用いられる技法である。

グラフによる解法の手順は次のとおり。

STEP１．問題の制約条件をテーブル（表）にまとめる。

STEP２．テーﾌﾞル（表）から制約条件式（一次不等式）作成し目的関
数（最大利益を得るための条件式）を記述する。

STEP３．制約条件式を等式にしたグラフ（一次関数）を作成し、不
等式の領域を図示する。

STEP４．グラフから連立方程式を解いて基底解（多角形の頂点の
座標）を求める。

STEP５．基底解を目的関数に代入し、結果が最大になる基底解
（最適解）を決定する。

例題１ ある工場で製品Ａ、Ｂを生産している。
製品Ａを１個製造するのに、原料Ｐ、Ｑをそれ
ぞれ８トン、６トン必要とし、製品Ｂについても
それぞれ２トン ３トン必要とする また 製品それぞれ２トン、３トン必要とする。また、製品
Ａ、Ｂは、それぞれ１個あたり３万円、１万円
の利益を生む。しかし、原料Ｐは１８トン、原料
Ｑは１５トンしかない。
利益を最大にする生産量を求めなさい。
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ＳＴＥＰ１

問題の制約条件を表にまとめる。

製品Ａ 製品Ｂ 使用可能量

原料Ｐ ８ ２ １８

原料Ｑ ６ ３ １５
製品１個当た
りの利益 ３ １

ＳＴＥＰ２
制約条件式と目的関数を式化する。

製品Ａ、Ｂの生産量をｘ、ｙで表すと、

・制約条件式

原料Ｐ： ８ｘ＋２ｙ≦ １８ → 4ｘ＋2ｙ≦ 9

原料Ｑ：６ｘ＋３ｙ≦１５ →  2ｘ＋1ｙ≦５

・非負条件：ｘ≧０、ｙ≧０

・目的関数：

利益：ｆ（ｘ，ｙ）＝３ｘ＋１ｙ →ｍａｘ

ＳＴＥＰ３
制約条件式を等式に直し、グラフを作成する。

4x+y=9 → ｙ＝－４ｘ＋９・・・①
2x+y=5   → y＝－２ｘ＋５・・・②

グラフを右の座標軸に描きなさい。

Ｙ

制約条件式の領域は編みかけ部分

連立方程式

4x+y=9 ・・・①
2x+y=5  ・・・②

を解くと、x= 2 , y=1
Ｏ

ｘ
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ＳＴＥＰ４

２つの制約条件式グラフの共通する編みかけ
の部分に解が存在することになる。

編みかけ部分の四角形の頂点を基底解という。

基底解は基底解は、

（０，０）、（０、５）、（２、１）、（２.２５、０）

ＳＴＥＰ５
上記の基底解をそれぞれ目的関数 f(x,y)=3x+y に
代入する。
利益ｆ（０，０） ＝
利益ｆ（０，５） ＝
利益ｆ（２ １） ＝利益ｆ（２，１）
利益ｆ（２.２５，０）＝
となる。
したがって、目的関数を最大にする基底解（２，１）
が最適解となり製品Ａを２個と製品Ｂを１個生産す
れば、最大利益７ 万円を得ることができる


